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H23.9.13
京都型農林業プロジェクト委員会について
１　設置背景等




　他産業や大学との連携を図りながら，京都の強みを生かした新たな農林業

　（京都型農林業）の創出により課題解決を図る。

２　検討の視点

　①「環境，景観」
　②「文化，観光」

　③「６次産業化，農商工連携」

　④「市民参加」

　⑤「農業，林業の新しい展開」

３　テーマ
　①「６次産業化，農商工連携等による付加価値を高める生産，販売戦略」

　②「京の文化や観光資源と農林業の連携」

　③「市民や企業の参加による環境や景観を創造する農林業」
　④「農林業複合経営モデル」など
４　実施期間

　・平成２３年度～平成２５年度

５　委員の構成等
・次代を担う世代がいきいきと活躍できる京都市農林業の実現に向け，より具体的な取組につなげられるよう選定した（任期は平成24年3月まで（再任可））。
６　委員会の流れ
（１）進め方
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　 

　　　　　　　　　　　　報告　　　　　　　　　　　　　　報告


（２）開催計画

・全体会議の開催

　　1回目　９月13日，2回目　3月中旬

　・部会の開催

　（農業部会）1回目　10月上旬，2回目　11月下旬，3回目　 1月上中旬

　　　　　　　(予備4回目) 2月中旬

　（林業部会）1回目　10月下旬，2回目　12月中旬，(予備3回目)2月上旬
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７　平成23年度の具体的取組項目

　（農業部会）

　・中山間農業地域における農産物の生産拡大と商品化について

　　　右京区京北

　・都市的農業地域における農産物販売戦略について

　　　西京区大原野
　（林業部会）

　・北山林業地域における林業と文化・観光との連携

　　　北区中川地域の丸太倉庫群，北山杉の里総合センター
　　　　　　　第　２　回　全　体　会　議


　　　　　　　　（各部会の結果まとめ）


　　（京都型農林業の創出のための具体的モデルの提案）


（京都型農林業の創出のための具体的なアイデアの提案）





　林　業　部　会　（２～３回）


・現地視察，意見聴取，課題抽出，調査








資　料　２





　農　業　部　会（３～４回）


・現地視察，ワークショップによる意見聴取，課題抽出，調査





　　　　第　１　回　全　体　会　議


・プロジェクトの目的，視点，テーマの説明


・部会の具体的取組項目の確認ほか





京都市農林業の現状・課題


「農林業従事者の高齢化」


「生産額の減少」





「多様な担い手の確保・育成」


「持続的な収益の確保・拡大」など





京都の強み 


「千年の都としての歴史，文化の蓄積」


「大学や先端産業などによる知識と技術の集積」


「大消費地でありながら生産場所が近く，振り売り等の直売が盛ん」


「『京野菜』や『北山杉』などの京都ブランド」　　　　　　　　　　　　　　　　　





京都市農林行政基本方針（平成２２年７月策定）


重点項目「産業として魅力のある農林業の構築と担い手の育成」


　　　　　　　　　　　　　　↓


　　　　　　京都型農林業プロジェクトの実施
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